















































































































































































































































































































































































































































































































24 柳田國男『山島民譚集（一）』『定本 柳田國男集 第27巻』（筑摩書房、1970年）77頁。




















































47 奥野彦六郎「古琉球に於ける法制断片（1) ～ (5）」（『法曹会雑誌』５巻11号、６巻１、
４、６、10号）。
48 奥野、前掲論文（1）（『法曹会雑誌』５巻11号）71-72頁。
49 奥野、前掲論文（3）（『法曹会雑誌』６巻４号）67頁。なお、近年、この分野の研究
成果として、田里修・森謙二編『沖縄近代法の形成と展開』（榕樹書林、2013年）、平
良勝保『近代日本最初の「植民地」沖縄と旧慣調査　1872-1908』（藤原書店、2011年）
がある。
50 奥野彦六郎「ミクロネシアにおける『同生地族』の形成」（『季刊 民族学研究』14巻３号）。
ほかに、瀬川清子が「土地所有問題と婚姻の関係が非常に濃厚であることを示す一例」
として、奥野の冊子「ポナペ島に於ける土地所有主体に対する観念乃至は慣習の推移
に関する参考資料とその概説」を拝見したというが、それは公刊されたのがどうか、
私は未だ知り得ていない。瀬川「沖縄の婚姻－奥野彦六郎氏の稿本を読みて－」（『民
族学研究』13巻３号）89頁、参照。
176
『南島文化』第 40 号
51 崎浜秀明「解説」奥野彦六郎『沖縄の人事法制史』（至言社、1977年）所収、４頁。
さらに、崎浜は「江戸時代の沖縄好を新井白石・滝沢馬琴・松浦静山とするならば、
柳田國男・折口信夫・奥野彦六郎の三方を『近代沖縄好の三幅対』と称したい」（同書、
１頁）とも評している。なお、奥野の評伝については、奥野の前掲諸著作に付された
「解説」のほか、菊山正明「奥野彦六郎論」（『新沖縄文学』37号）、島袋全章「沖縄法
制史研究の権威－奥野彦六郎氏を偲ぶ－」（『沖縄文化』29巻１･ ２合併号）等がある。
52 拙稿「（資料）明治末期の中学校教師『山口泰平日誌』を読む」（『うるまネシア』17号）
134-143頁、「『一文字』違い－『山口泰平日誌』を読み終えて」（『月刊 琉球』24号）
44-55頁、参照。
53 余談めいたことであるが、1924（大正13）年５月に行われた衆議院議員選挙で、下
地玄信は落下傘候補の手塚正次を応援した。その選挙応援の話を、当時、大阪の会計
事務所に勤めていた下地にもちかけたのは、下地と同郷の佐久田昌章であった。その
佐久田の子息の昌弘は、大正11年４月に沖縄一中に入学、その後、浦和高校、東京帝
大法学部へと進学し、卒業後、三省堂の六法全書編纂に半生を奉げた人物である（私
家版『佐久田昌弘追悼集』1993年）。ところで、手塚は当選したものの、下地は選挙
違反の廉で一か月ほど那覇の留置場に拘置され、結果、「罰金20円」の刑に処せられた。
その判決を下したのが当間重剛であった。
54 大城朝申は189頁にも及ぶ『漁業及漁業権制度』司法研究報告書集：第17輯14（1933
年）を著している。当時、長崎地裁判事であった大城は、この報告書で漁業権や入漁
権について詳細に論じている。
55 佐喜眞興英の妻永原マツヨは、後年、こう詠んでいる。「東大の独法の友今は亡く滝川
政二郎氏ひとり存命か」「伊東氏は英法なれどはやく逝き南雲氏も亡く法曹会誌を辿
る」。永原マツヨ『続・歌ごころ－孤独に耐へる－』（昭和49年）167頁。なお、東京
での佐喜眞の生活の様子について、拙稿「佐喜眞興英の東京での宿所、住み処」（『沖
縄法政研究』16号）99-123頁、参照。
56 瀧川政次郎「佐喜眞興英氏の『女人政治考』を読む」（『民族』第１巻第６号）107-110頁。
なお、佐喜眞が福岡地裁から東京地裁に戻ってきた後のことであるが、宮良當壯も彼
の原稿をみている。『宮良當壯全集　二十巻』（第一書房、昭和59年）341頁、参照。
57 瀧川政次郎の『日本法制史』「序」には、瀧川と中田薫との確執等が赤裸々に綴られて
いる。両者の肌合い、風合いの違い、ということだろうか。瀧川『日本法制史（上）』（講
談社学術文庫、昭和60年）５- ６頁、参照。
58 瀧川政次郎『日本法律史話』（昭和18年、初版；講談社学術文庫、昭和61年）340頁、参照。
なお、穂積陳重と瀧川政次郎について、次のような指摘も興味深い。「穂積氏は諸外
国の文献を博捜して法学の捉え方の本道を探ろうとした法理学の先人であり、瀧川博
士は資料の出所・系統を明らかにして史実を考証する法制史家である」。嵐義人「瀧
川博士の考証学」同書、355頁。
